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はじめに

平成21~22 年 (2009~2010)、北陸新幹線建設に先立って

富山市小竹貝塚の発掘調査が行われました。発掘調査では縄文時代

前期の貝塚、墓、作業場などが見つかり、とくに 91 体分の人骨が出

土したことは、全国的にも大変なニュースになりました。

それから 10 年。小竹貝塚の出土品は、平成 27 年 (2015) に当

センター内に開設した常設展示室に展示され、県民に広く親しまれ

てきました。そして、骨を中心とする膨大な出土品は、最新の科学技

術の進展の中、まだまだ研究の余地を残しており、現在も大学や研

究機関と連携して研究を続けており、新たな成果も上がりつつあり

ます。

本特別展では、こうした「骨」を中心とした最新の研究成果を紹介

することとし、人や動物の「骨」からわかる当時の環境や生活の様子

をわかりやすく学ぶ展示としました。本展示を通して、縄文人をよ

リ身近に感じていただければ幸いです。

令和 2 年 10 月 2 日

富山県埋蔵文化財センター
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おだけじん

1 、Jヽ竹人をさぐる
C==っc===3C==っc===3三c===3C==っ c===3c二⇒c===3C==つ

小竹人とは

おだけかいづか

小竹貝塚から見つかった 91 体※の人骨は、縄文時
代前期（約 7,000~5,500 年前）としては全国最多

の数です。この数は最低個体数で、実際はもっとた

くさんの人数分の骨が出土していると思われます。

小竹貝塚の人々（小竹人）は、平均身長は他の縄

文人と同じくらいでしたが、中には 170cm を超える

高身長の男性もいました。体格は現代人よリも骨が

太く頑丈ですが、中～晩期の人骨と比べると四肢骨
キゃしゃ

が細く、縄文人としては「華奢」でした。男性は小顔

だった傾向もみられます。

調査区内では、男性が女性よリも 2倍多く埋葬さ

れ、主に男性にしか見られない風習や葬送もあリま

した（抜歯．抱石葬）。シジミをたくさん採集してい

ましたが、栄養状態は悪く、青年(1 0 代後半～ 20

代）で亡くなる人が多かったようです。

※ 77 個体（散乱骨を含む埋葬人骨の左大腿骨から算出）＋4個体（土器棺）

+10 個体（洗浄作業等で見つかった左大腿骨から算出）＝97 個体

匹人骨をしらべる

人間は約 200 個の骨から構成されていますが、出
そろ

土した人骨は、すべて揃って残っているわけではな

く、壊れたリ、溶けて無くなったリした骨もたくさ

んあリます。

もし、特定の骨の状態が良ければ、性別、年齢、身

長、顔だち、体格、病気・怪我、妊娠の有無、生前の

習慣がわかります。

さらに、科学的な分析を行えば、埋葬された年代

や血縁関係、生前何をよく食べていたのか、などを

明らかにすることができます。これから研究が進め

ば、発掘調査報告書が書かれた当時にはわからな

かったことも、明らかになるでしょう。

特 徴匠～晩期縄文人 1 小竹人 備考

頭 ょ自a, 短頭、家形 短頭、気球型 小竹人は小顔（男）

下顎骨 角前切痕
角前切痕、 角前切痕は必ずしも

ロッカージョー あるわけではない

咬 耗 激しい 強い
小竹人には歯根まで
達する咬耗はない

身 長
158cm （男）、 159cm （男）、

藤井式による平均
148cm （女） 148cm （女）

四肢骨 太い
中～晩期縄文人 小竹人は早前期の人
よりも細い 骨に似て「華奢」

虫 歯 少ない 少ない

栄養状態 厳しい 厳しい エナメル質減形成等

葬 送 屈葬 屈葬

座り方 躁鋸 躊鋸．脆坐 距骨•第一中足骨等

小竹人の特徴（小竹貝塚報告書を基に作成）

ずがいこっ
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人骨の部位名称（谷畑・鈴木 2004 を改変）



まいそう

どのように人骨を埋葬したか

小竹貝塚の埋葬人骨は一度に葬られたのではな

く、約 300 年間かけて埋葬されました。

くっそう

■屈葬

小竹貝塚の埋葬形態は腰や手足を大きく曲げた
くっそう あお ぎょうが

「屈葬」が基本です。体を仰向けにした「仰臥屈葬」
そくが

と横向きにした「側臥屈葬」があリ、男性は仰臥屈葬、

女性は側臥屈葬が多いようです。
といし

仰臥屈葬のうち 9個体は上半身に砥石や凹石を置
だきいし

いたいわゆる「抱石葬」です。小竹貝塚では全て男
ませいせきふ

性で、副葬品に磨製石斧等道具類があることから、
生前に使用した道具の 1 つだと考えられます。

しんてんそう

そのほか、手足を伸ばして埋葬された伸展葬が

1 個体、 1 歳以下の乳児が収められた土器棺が4基

見つかっています。

かいそう さいそう

■ 改葬（再葬）
じんいてき

埋葬された人骨の中には、人為的な傷がついた
骨や、整理された骨があリました。新たな墓を掘る

時に以前に埋葬した人骨を掘り当てた際、出てきた

人骨はバラバラに捨てるわけではなく、長骨を整理

して並べるなど、改葬のようなことを行っていたよ

うです。

伸展葬1.4% (1個体）

屈葬 50%
仰臥 63.8%
(23 個体）

19 

不明 48.6% (35 個体）

゜ 20 40 60 80 100(%) 

□ 男性 □ 女性 □ 不明 （総数＝72 個体）
埋葬方法の組成（埋葬人骨 72 体。
小竹貝塚報告書を参考に作成）

副庫（手足を伸ばして埋葬）
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くっそう→ょうが

屈葬［仰臥］ （仰向けの屈葬）
※石を抱いている場合は抱石葬

くっそう そくが

屈葬［側臥］ （横向きの屈葬）
I 

くっそう‘---“ 屈葬（手足を曲げて埋葬）

直
eいそう

再葬
（再び掘り出して埋葬）

oo 
ど・かんそう

土器棺葬
（新生児を土器に入れて埋葬）

小竹貝塚で確認された埋葬方法 (2015 年当センターパンフレットより）

73 号人骨． 78 号人骨出土状況。 73 号人骨の下から 78 号人骨が出土した。 78 号人骨

のみに人為的損傷が見られた（右：頭蓋骨頭頂部付近）

64 人骨。仰臥屈葬で抱石葬

.` 
3 号土器棺。 1 歳前後の乳児が埋葬された。
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2 人骨からわかること
C==っc===3C==つど＝＝＝3C==っc===3C==っc===3C==っ c===3C==つ

匹性別を特定する

小竹貝塚では判別できるもので男性 35 個体、女

性 18 個体の人骨が出土し、調査区内では、男性が女

性の約 2倍埋葬されていました。

t孔ヽざこつせっこん

■大坐骨切痕
だいざこつせっこん かんこつ せんこっ

大坐骨切痕は寛骨の後方、仙骨の下にある＜ぼみ
のことで、角度によつで性別が判断できます。女性

は角度が広くなっておリ、男性は角度が狭くなって

います。

じじょうめんまえみぞ

■ 耳状面前溝
じじょう ちょうこつ せんこっ

耳状面は腸骨と仙骨の関節にある耳の形をした
じじょうめんまえみぞ

関節面で、その下方に現れた溝を耳状面前溝（前耳

状溝）といい、「妊娠痕」と考えられています。はっ

きリしているほど出産回数が多いとされ、小竹貝塚

の女性の寛骨のすべてにこの溝が確認できたことか

ら、子だくさんの集落だったことがわかリます。

ずがいこっ

■ 頭蓋骨
みけん にゅうよう がいこうとう

頭蓋骨では、男性が眉間部や乳様突起、外後頭で
ぜんとうけっせつ

女性よリも発達し、女性は前頭結節が男性よリも膨

らみます。頭蓋骨は時代や集団によって変化が大き

いので、頭蓋骨による性別判定は注意が必要です。

ざ
35 個体

牟
18 個体

? 
28 個体

』

20 
』

40 
』

60 
』

80 100(%) 
（総数＝ 81 個体）

小竹貝塚の男女比（小竹貝塚報告書を参考に作成）
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面
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（女性） （男性）

骨盤にみる性差（土肥 2003 に加筆）。大坐骨切痕と耳状面前溝の他にも
骨盤や恥骨下角の大小など性差がある。

耳状面前溝

l 10cm, 

大坐骨切痕

耳状面前溝 (73 号人骨）。妊娠痕で溝が深いほど多産とされる。

前頭結節
/ 

弓
起
眉
隆 ←ー外後頭隆起

の発達は弱い

（男性） （女性）

頭蓋骨にみる性差（谷畑・鈴木 2004 に加筆）
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直年齢を特定する

骨から年齢を推定する方法はいくつかあリ、小竹
じじょうめん ちこつけつごうめん とうか

貝塚では寛骨の耳状面や恥骨結合面、大腿骨の頭嵩
から年齢を推定しています。成人の骨は老年 (50 代

～）、中年 (30~40 代）、青年(1 0 代後半～ 20 代）

に分けています。

死亡年齢で最も多いのは青年、次いで中年と胎児・

新生児で、体力がある青年で亡くなる人が多く、生

活環境は厳しいものだったことが伺えます。

■ 骨盤まわりの変化
じじょうめん ちこつけつごうめん

成人の人骨では、寛骨の耳状面や恥骨結合面、大
とうか

腿骨の頭嵩の骨盤周辺の骨から年齢が推定できます。
いずれも年齢が若い時は、表面が滑らかだったリ、

輪郭がはっきりしていますが、歳を取るにつれ粗雑

化します。

ーったん ゆごう

■ 骨端の癒合
成長途中の骨は骨の中央と両端（薔梓．屑崎）が

なん こったんせん

軟骨でつながっておリ、その境を骨端線といいます。
10 代半ば～ 20 代にかけて軟骨は骨化し、骨幹と骨

ゆごう

端は 1 つになります（癒合）。骨端線が残っていれば、

その部位の骨化の時期から死亡年齢を推定できま
ヤこっ

す。特に、鎖骨の癒合は最も遅く、 30 代中頃まで骨

化しないこともあリます。

ほうしゅつ

■ 歯の萌出時期

乳歯と永久歯の萌出時期によって、未成年の年齢

推定をすることができます。乳歯は 3 ~ 4 歳ごろ、
だいきゅう

永久歯は 15 歳ごろに完成します。また、第 3 大臼
歯（親しらず）が生えていれば成人とわかリます（生

まれつき生えてこない人もいます）。

豆

体

早
個3
 

ー

青年 (10 代後半～ 20 代）

12 個体

中年 (30 代～ 40 代）

11 個体

渚年 (50 代～）

5 個体

青年 1 中年 1 老年
6 個体 2 個体 5罹「体

（性別・年齢が判明している総数： 41 個体）

゜
5
 

10 15 20 25 30 小竹貝塚の男女別の死亡年齢（小竹貝塚報告書を参考に作成）

► 

老年 (50 代～）

年齢による耳状面の変化。表面や輪郭などの特徴を点数として算出し、その合計点からフェーズ (1~7 段階）を判断する
(Buckberry&Chamberla i n2002)。「結節」はまわりより比較的はっきり区別できる肥厚部のこと。

つるつる フェーズ 1 ＜ぽみが形成される フェーズ 2 縁が盛り上がる
(1 号人骨） （7 号人骨）

フェーズ 3 縁がめくれる
(13 号人骨）

l 2 c m,  

フェーズ 4
(73 号人骨）

中年 (30~40 代）

► 

ー

J
ら
ー
f.. ili[
.
3
 

t
.
/
 

老年 (50 代～）

5cm 

年齢による大腿骨頭窟の変化 (1~ 5 段階。旭川医科大学 HP を参考に作成（http://www.asahi kawa-m ed.ac.j p/ dept/ mc/lega l/i ndex.p h p/zi n ru iga ku/) 。
坂上和弘氏らの研究に基づく）
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体格を調べる

■身長を推定する
じょうわんこつ だいたいこっ

身長は上腕骨や大腿骨の長さを調べ、式に当ては
めることで算出することができます。小竹貝塚の平

均身長は男性で 159cm、女性で 148cmです（長谷川

式では男性 162cm、女性 150cm)。他の遺跡の縄文

人骨と比べると、男性は身長がやや高く、女性は同

じくらいの高さでした。

■体格を推定する

縄文人の腕や脚の骨は、現代人と比べて太かった

リ、筋肉が付着する部分が発達していたリします。

縄文人は筋肉が発達したがっしリとした人々でし
つけばしらじょうtCいt•い一つ へんぺいけい

た。小竹人は、柱状大腿骨（付柱状大腿骨）や扁平腔
こっ

骨といった骨の「頑丈」さがみられる一方、後世の縄

文人よリも骨が細く、縄文人としては「華奢」な集団

でした。

右大腿骨最大長 x 2.24+610.43 (cm) 

藤井式による身長計算。サンプル数が少ないものの、古人骨には昔から用い
られており、遺跡間の比較に役に立ちます。

, 10cm, 

SHORT! 

LONG! 

大腿骨の大きさの違い（上： 73 号人骨・女性・ 152.5cm、下： 38 号人骨・
男性・ 167.3cm)

前

5骨
ぃ
寂
工

け
n
n

一
八
）

後

『
ハ
》

外
蒻d平H扁

縄文人と現代人の大腿骨・腔骨の比較（石田 2003 に加筆）

小竹貝塚出土人骨の身長比較（長谷川式）。
小竹貝塚で一番背が低いのは、男性が 12 号人骨（157.7cm）、女性が 25 号人骨（149.3cm) 。一番背が高いのは、男性が 1 号人骨 (174.4cm）、女性が 61 号人
骨（159.3cm) 。現代日本人は厚生労働省「平成 30 年国民健康・栄養調査報告」の 26~29 歳の平均身長より。

— 



小竹人の習慣と風習

足の骨を観察したところ、小竹人はほかの縄文人

と同じくしゃがんで作業することが多かったことが

わかっています。

きざ

■詭座姿勢

そんきょ

■跨鋸姿勢
そんきょ かかと

躊鋸姿勢は踵を地面につけてしゃがむ姿勢です。
きょマつ けいこっ

足首が強く曲がリ関節が圧迫され、距骨と腔骨に変
そんキょ

形が見られます（踏鋸面）。縄文人では一般的にみら

れ、現代日本人にもこの変形がみられます。小竹貝

塚でもほぼ全てでこの変形が確認されました。

L
 

距骨頸の隆起 距骨頸の隆起

R
 且

◄ 冒悶 ►
のの

塁晨

3 号人骨

距骨の変形（ほとんどの人骨で距骨の変形が見られた）

R
 

4cm 
l l 

アレン頸窓
38 号人骨

大腿骨のアレン頸高。躇据姿勢による股関節の屈曲が成因とされる。

キ ヤしょうめん

足の第一中足骨（親指に続く骨）にある跨座小面
は、足の関節を強く背屈させることで生じるもので、
キヤ

詭座姿勢を習慣的にとっていた痕跡です。

縄文時代後・晩期にこの痕跡が確認できたのは約

6% (7 /1 13) なので珍しい姿勢と言えます。小竹貝

塚では 60% (9/ 15) で観察することができ、小竹人

独特の習慣だったようです。

41 号人骨

R
 

腔骨の前下窓

腔骨遠位部の前下窟

つま先↑

2cm 
1,  

つま先↑

脆
座
小
面
な
し

< ＾
吠
リ
ー

__ 

-̀ 
L-

— 

畜
｀
＇

¥
 

詭
座
小
面
あ
り

< 
R
 

2cm 
l l 

親指の第 1 中足骨の脆座小面

内側 〖》側
ヨーロッパ人など
（距骨・座骨の変形なし）

ｷ̀ 

[
『
[
麟

頸
．
骨
起
面
長
内

距
ぼ
節
延
関
面
顆
前

内
の

外倒

縄文人
（距骨・座骨の変形あり）

躊鋸姿勢による骨の変形模式図（馬場 1970 を参考に作成）

躊据姿勢
` --

詭座姿勢

躇眠姿勢と詭座姿勢模式図

一



ばっし

■ 抜歯
こうもう

■ 咬耗
ふうしゅう

健康な歯を抜く風習で、主に犬歯•第 1 小臼歯．
そくせつば こんいん

側切歯が抜かれます。成人や婚姻の際に行われたと
しそう

いう説があリます。亡くなるまでに歯槽が埋まるの

で、死後に抜けたものと区別できます。

小竹貝塚には左右同じ歯が抜けている成人の骨が

複数あリ、風習的な抜歯が行われていたと考えられ

ます。基本的に男性にのみみられます。小竹貝塚の

抜歯は全国的に見ても古い事例です。

抜歯（28 号人骨）。死後に脱落した中切歯（前歯）には歯槽が残る一方、
抜歯された上顎左右側切歯の歯槽は埋まっている。

中切歯

側切歯

碑

第 1 小臼歯

第 2 小臼歯

第 1 大臼歯

第 2 大臼歯

第 3 大臼歯
（親知らず） . 

¥ 
右

（上顎）

歯の名称と位置。第 3 大臼歯（親知らず）は生えない場合がある。

こうもう

歯が磨リ減っている状態を咬耗といいます。縄文
いしざら

人は砂がついたリ、固い食材や、土器や石皿を使う
ことで砂が混じる料理を食べていたので、咬耗が激

しいとされます。小竹人の咬耗は縄文時代後・晩期
けいしゃ くら

の人ほど強くはないですが、傾斜咬耗や鞍状咬耗と
とくしゅ

いった特殊咬耗の持ち主もいました。皮なめし作

業、植物の繊維を採る作業、物を固定する作業など

歯を道具のように使っていたようです。

咬耗（48 号人骨）。臼歯（奥歯）だけでなく、切羽（前歯）や犬歯も磨耗して
いる。

` 

第 2 小臼歯～第 3 大臼歯の鞍状咬耗 (68 号人骨）。傾斜咬耗の一種で、馬具
の鞍状に咬耗している。

第 2小臼歯の特殊咬耗 (32 号人骨）。舌側から頬側にかけて凸状にすり減っ
ている。縄文早期によく見られるもので、 32 号人骨のみで確認できた。

一
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骨に残る生業の痕跡

同じ動作を繰リ返すと、骨が変形することがあリ

ます。

■ 物を運ぶ

物を運んだことによる骨の変形は、頭頂部や肩の

骨に現れます。頭頂部のブレグマ部肥厚は、重い荷

物を頭に乗せて運ぶことで負荷がかかり、その部分

が厚くなる変形です。男性に多いので「運搬」は男性

の役割だったようです。

肩の変形は 14 号人骨の鎖骨でみられたもので、

右鎖骨の肩峰端が左に比べ下垂しています。重い荷

物によって、右鎖骨に強い負荷がかかった結果だと

考えられます。

ブレグマ部肥厚（13 号人骨）。骨増殖が見られ、表面が多孔質化している。

外耳道骨腫（73 号人骨）

■独特な腕の使い方
ひじ

小竹人は腕の使い方が独特でした。上腕骨に肘

関節を習慣的に使ったことによる関節面の変形が
だいきょうきん

みられました。また、上腕骨の大胸筋付着部が隆
起や陥没した個体が85% (34/40) でみられた一

さんかくきん

方、上腕骨の三角筋付着部の発達が弱い個体が50%

(25/50) いました。具体的な生業はわかっていま

せん。

がいじどうこっしゅ

■ 外耳道骨腫（サーファーズイヤー）
がいじどうこっしゅ

外耳道骨腫は耳の穴の骨が隆起したものです。東
日本の沿岸の縄文人に多く、素潜リ漁と関わりが深

いと考えられています。

大胸筋付着部

前面

疇
撓骨嵩

後面

10cm 

3cm 
1,  

右上腕骨（26 号人骨）。 26 号人骨の三角筋の付着部は強いが、小竹貝塚全体で
とうこつか ちゅうとうか

は弱い個体が多い。肘関節の撓骨窓が明瞭で、肘頭窓外側壁に関節面の延長が
見られました。



小竹人の健康状態

〈怪我と病気〉

■変形性治畜骨折
骨折した骨が変形したまま治ったものを変形性治

癒骨折といいます。小竹貝塚では 5 個体あリ、 70 号

人骨は大腿骨の変形が著しく、足を縛ったまま生活

していたようです。

■ 関節症

小竹貝塚では成人の 27.9% (1 7 個体）で関節症
ひざ けいつい ようつい

の疑いのある骨があリ、膝関節と頸椎～腰椎に多
く見られます。加齢や重労働が原因だと考えられ

ます。 42 号人骨は神経が圧迫され首から肩、腕にか
しび

けて痺れていた可能性があります。

E
3
O
I
 

► 
◄ 

◄ 

左：腔骨、右：排骨

1
 

5
c
m
 1

 

変形治癒骨折
(70 号人骨左大腿骨）

変形治癒骨折（70 号人骨）。大腿骨が大きくずれた状態で癒合している。
膝を曲げ、縄で縛っていたため、腔骨と誹骨にその痕が残っている。

■ ヘルニア（シュモール結節）

ヘルニアは体の組織が不自然な位置に飛び出た

状態のことです。小竹貝塚では 12 号・ 39 号人骨の
けっせつ ついかんばん

腰椎にシュモール結節と呼ばれる、椎間板ヘルニア
の一種が確認できました。通常の椎間板ヘルニアは
ずいかく せきずい

髄核が脊髄側に飛び出るものですが、シュモール結
ついたい

節は髄核が椎体の上下に飛び出たものです。腰痛の
原因となリ痺れを伴うこともあリます。

椎間板

シュモール結節

一般的な
椎間板ヘルニア

シュモール結節

(39 号人骨第 2 腰椎上部）

シュモール結節（上：模式函、下： 39 号人骨）

1cm 
I l 

変形性脊椎症（骨棘

芝｀ヽｷ, t 
ザ；｀‘.ゞ→．

42 号人骨吋頸椎） ー一二ょ1 2cm 1 42 号人骨（右大腿骨）
関節症に罹った骨

変形性頸椎症

1 2cm | 39 号人骨 I 1cm l 
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うし

■ 顧歯（虫歯）
うし と

顧歯（虫歯）は細菌が出す酸によって歯が溶ける

病気です。縄文人は堅果類（炭水化物）を食べてい

たため、狩猟採集生活の割に虫歯が多いと言われて

います。小竹人の虫歯率は 8.2% （総数 668 本）で、

縄文時代では一般的な比率でした。そのほか、歯籍
しそうのうろう かか

が溶ける歯槽膿漏に罹った骨も見つかっています。

■ その他骨に残る病変
しゅよう こつまくえん

骨腫瘍や骨膜炎に罹った痕跡のある骨、胸椎や指
ゆごう

が癒合した骨が確認されています。

〈ストレスマーカー〉

ストレスマーカーは、生活環境の悪化によるス

トレスが骨にあらわれたものです。小竹貝塚では

33 号人骨（下顎骨第 3 大臼歯）

蝸歯（虫歯）

68 号人骨（下顎骨第 2~3 大臼歯歯槽部）

歯槽膿漏

歯の病変

ストレスマーカー

9 ヽ

48 号人骨（眼窓）

胸椎癒合症

37.1% (1 3 個体）にエナメル質減形成が見られ、

8.6% (7 個体）にクリブラ・オルビタリア確認され

ました。

しつげんけいせい

■ エナメル質減形成

歯のエナメル質が形成される時期（幼少期）に、
しょうか

ストレスで石灰化が不十分となリ、歯に線状や小窟
状の欠損が現れる変化です。栄養失調や病気などが

原因と考えられます。

■ クリブラ・オルビタリア
がんか

頭蓋骨の眼寓の上方に、小孔が生じる骨の変化
です。幼少～成長期の貧しい食生活、感染症による

てつけつぽうせいひんけつ

栄養障害、寄生虫によって生じる鉄欠乏性貧血が原
因とされています。

骨膜炎

多孔質化

1cm 
l l 

2cm 
l l 

2cm 
l | 

その他骨に残った病変。骨腫瘍は悪性
のものだと「がん」と呼ばれる。骨膜
炎は骨の周りにある「骨膜」に炎症が
起こった病気で、骨に多孔質な状態が
観察される。胸椎や指節が癒合した骨
も出土している。

48 号人骨（犬歯）



3 科学分析と小竹人
C==3ク＝＝く三E==コC==3ク＝＝コC==3ク＝＝コC==0『===C==

小竹人の祖先はどこからきたか

■ ミトコンドリア DNA分析

縄文前期のDNAデータはこれまでほぼなく、

小竹貝塚の 91 体の人骨は極めて重要な発見でした。

ミトコンドリア DNA(mtDNA) 分析の結果、 13 個

体でハプログループを特定できました (N9b: 5 個

体、 M9a: 3 個体、 M7:2 個体、 A:2 個体、 G: 1 

個体）。

現在の mtDNAの分布から、 A·G·N9b は北方系、

M7a • M9a は南方系とされます。 A はバイカル湖周

辺、 G はカムチャッカ半島、 N9b は沿海州・北海道、

M7a は沖縄県、 M9a はチベット周辺を中心に分布

しています。 N9b • M7a は日本以外ではほとんどみ

られず、縄文人を象徴するグループです。

小竹人の mtDNA分析から縄文前期ですでに、

①縄文中期以降のグループが存在する

②北方系と南方系が混在する

ことが明らかとなリました。縄文時代中期の人々と

遺伝的な連続性があるとともに、単純な縄文人の南

方起源説が成リ立たないことを示しています。

小竹貝塚 I G I M7,M7a I M9a 
(n=13) A

 
N9b 

関東縄文人 IG!D41 M7al I MS 
(n=65) 

MlO N9b 
M7b : , 

本土日本人

(n=1虹2)|G

゜

D4,D5 

25 

M7jE 
: M8 

50 
沿9b

北方系

B IF 

その

100(%) 

南方系

小竹貝塚（縄文前期）•関東縄文人（縄文中期以降）•本土
日本人（現代）の mtDNA ハプログループの比較（小竹貝
塚報告書より作成）

゜
臼①

＠ら

• • 
＊．小竹貝塚

0-0 
ら邑
G)の

〇北方系

〇南方系

〇諜？慧唇碧
地図：国土地理院地図より

現代の mtDNA ハプログループの分布と小竹貝塚縄文人のルーツ
（小竹貝塚報告書・篠田 2007 を参考に作成）。赤矢印は後期旧石器
人の想定される移動ルート。

IDI 
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ゆ いす

■ ロッカージョー（揺り椅子状下顎骨）

一般的に縄文人の下顎骨底部はほぼ直線的で、
かくまえせっこん

中には下顎角の手前にくぼみ（角前切痕）がみられ
る個体もいます。角前切痕は現代日本人にもみられ

ます。

小竹貝塚では角前切痕がなく、底部が弓状に緩く

カーブしている個体がいました。この下顎骨の形態

角前切痕 (51 号人骨）

をロッカージョーといって、現代のポリネシア諸島

住民によく見られるので、南方系の形質と考えられ
あご

ています。ロッカーは揺り椅子、ジョーは顎のこと

です。

小竹貝塚では、ロッカージョーが約 11% (4/36) 

で確認されておリ、このような高い割合でみられた

遺跡はほかにあリません。

ロッカージョー (48 号人骨）

'<o. 1 

P.TA BONE 

コラム ミトコンドリア DNA分析

ミトコンドリア DNA (mtDNA) は細胞内のミトコ
えんきつい

ンドリアにある、約 16,500 塩基対の環状構造の DNA
です。 mtDNA は核 DNA に比べて細胞内にたくさん存在

·するため、古人骨でも抽出しやすいというメリットがあ

ります。
とつぜんへんい

突然変異した mtDNA が集団内に広がって定着する
けいとう

と、新たなハプログループとなります。グループの系統

関係を解析することで、人類がアフリカ大陸から出て世

界に拡散していく過程がわかります。 mtDNA は母親か

ら子供へ引き継がれる特性があり、母系の祖先を辿るこ

とができます。

ゴルジ体

ミトコンドリア

リポ‘ノ

小胞体

細胞の模式図



BONE 

コラム 古代ゲ‘}ム解析と小竹貝塚

ヒトの細胞核には、染色体があり、その中に二重ら

せん構造の DNA が含まれています（核 DNA) 。 DNA

はアデニン（A) ・チミン（T) ・グアニン (G) ・シトシ

ン（C) からなる約 60 億の塩基からなります。 DNA

の全塩基配列を「ゲノム」といい、古代ゲノム解析で

はその配列を分析することで、様々なことがわかり

ます。

古代ゲノムを探せ！
これまで古人骨から DNA を抽出することは難しいと

そくとうこっ すいたい

されてきましたが、頭蓋骨の側頭骨の「錐体」に DNA が

保存されていることが知られるようになりました。錐体

内の空洞表面から 1 mmの所から骨粉を採取し、分析にか

けることでゲノムを取得します。

そのほか、歯の象牙質の外周のセメント質、側頭骨内

の耳小骨にも残されていることがわかっています。い

ずれも、やや半透明で保水しているようにみえるため、

DNAがよく残っているとされます。

さらに、 2006 年に従来の PCR に代わる NGS (Next 

Generation Sequeincing technology)という革新的な

分析手法が開発され、 DNA の塩基配列を一度に解析で

きるようになりました。

本当に古人骨の DNA!?
取得したゲノムデータがヒト由来のものなのか、ヒト

のものだとしたら古人骨のものなのかを調べなくては

いけません。

バクテリアなどの他の生物とヒトの DNA を区別する

には、取得したゲノムデータがヒトのゲノム配列のど

こに位置するか調べることでわかります（マッピング）。

また、古い DNA は化学反応によってシトシン（C) がチ

ミン（T) に変化するので、普通はみられない Tがよく現

れていれば古人骨の DNAだと証明できます。

古代ゲノムからわかること
しゅせいぷん

古人骨がどの人類集団と遺伝的に近いかを主成分分
析という手法で分析します。この分析の結果を参考にし

て人類の系統樹も作成できます。そのほかにも、人口動

態の変遷を復元したり、目の色などを調べたりさまざ

まなことが分析できます。古代ゲノムは毎月のように

『Nature』などの国際的な科学雑誌に掲載されており、

世界的なプームになっています。

小竹貝塚と古代ゲノム
富山県埋蔵文化財センターでは金沢大学の覚張隆史氏

と協力して、小竹貝塚に埋葬された人骨で古代ゲノムの

抽出を試みています。もし、古代ゲノムが抽出できれば、

小竹人のルーツだけでなく、埋葬人骨の血縁関係、髪や

目の色といった身体的な特徴など、これまでの調査・研

究でわからなかったことまで明らかになるでしょう。

（覚張 2020 を参考に作成しました）

頭頂骨

側頭骨の位置（谷畑・鈴木 2004 原図を改変）

a ：側頭骨・錐体部（白線範囲の切片を採取）
b ：側頭骨切片（矢印の内壁部から骨粉を採取）

分析試料の採取場所（覚張隆史氏提供）

•• 
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＇＾縄文人の顔を復元する

骨に解剖学的に肉付けしていき、生前の顔を復元
ふくがん

することを「復顔」といいます。平成 27 年 (2015) 、

出土人骨で残リが良かった 28号人骨の頭骨を復顔

しました。 28 号人骨は青年の男性で、推定身長は縄

文時代の男性の平均身長とほぼ同じ 157.3cm （藤井

式と長谷川式の平均）と考えられています。

縄文人は彫リの深い顔立ちが特徴ですが、この人
せいかん

物も彫リが深く、吊リ目がちで精憚な印象を受け
ます。復顔は唇を一文字に結んでいるため見えま

そくせつば

せんが、上顎の左右の側切歯を生前に抜いていて、

風習的な「抜歯」を行っていたと考えられています。

3D プリンターで出力した

頭蓋骨模型に粘土で肉付け

した原型を、 FRP樹脂で置

き換えて、生前の顔を復顔

しました。

骨からは、筋肉や脂肪の

厚さまではわからないので、

現代人の人種が不明な場合

に適用されるデータをもと

に復顔しました。

①筋肉や脂肪をつける基準

となる杭の位置を計測

②杭（楊枝くらいの細い木）

を固定し、頭部で最も大き

い咀哨筋をつけ、眼球を入

れる

③薄い筋肉（表情筋）を重ね

ていき、鼻も造形する。

3D プリンターで出力した骨格模型

④皮膚まで粘土をつけ、骨の写真と重ね合わせて皮膚と骨の関係

を確認する。合わせて髪型や耳などを造形する。

⑤細部を作り込んで、リアルにするため皮膚のテクスチャーを貼

り付ける（原型像の完成）。

⑥原型像から型取りして FRP樹脂に置き換えて、髪の色や質感、

肌の色などを彩色する。目はプラスチック製。

復顔 制作：戸坂明日香氏（日本科学未来館）、
監修：坂上和弘氏（国立科学博物館）
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小竹人とイヌ
C==3ク＝＝3C==『==3C=＝ク＝＝＜C=云）ゎ＝＝くC==)『==コC==

小竹貝塚のイヌ

イヌはオオカミを家畜化した動物で、日本では少

なくとも縄文早期には人といっしょに暮らしていた

ことがわかっています。富山県では、縄文早期末の

上久津呂中屋遺跡（氷見市）や縄文前期初の南太閤

山 I 遺跡（射水市）で骨が出土しており、縄文前期に

は確実にイヌがいたことがわかっています。

小竹貝塚では 69 体分のイヌの骨が出土してい

ます。埋葬されたイヌ（埋葬犬）は 16 体出土し、人

の近くにも埋葬されていました。小竹貝塚のイヌの

多くは約 36~38cmの小型なもので、現代の柴犬と

ほとんど変わらない大きさでした。

縄文時代のイヌは狩猟によって強く咬耗した歯や

損傷した歯を持つ個体が多いとされていますが、小

竹貝塚ではそのような特徴を持つ個体が少なく、狩

るのが難しいイノシシ猟などでイヌを使う機会が少

なかったと考えられています。

小～中小級 3%

小級 60.6% 中小級
21.2% 

中級
15.2% 

20 40 60 80 100(%) 

（総数一33 個体）
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32 34 36 38 40 42 44 46 (cm) 

小竹貝塚におけるイヌの大きさ 13 号犬骨（スケールは 30cm) 。白い骨は現生標本（奈良文化財研究所撮影）

:,: 埋葬時期

1 号犬骨 前期後葉 w ? 成犬 (2 歳以上） 小（約 36)

2 号犬骨 前期後葉 IV ざ？ 成犬 (2 歳以上） 中小（約 39)

3 号犬骨 前期後葉 IV ざ 成犬 (2 歳以上） 中小（約 42~43)

4 号犬骨 前期後葉 m 早？ 成犬 (2 歳前後） 中小（約 40)

5 号犬骨 前期後葉 II 

゜
成犬 (2 歳以上） 小～中小（約 38~39)

6 号犬骨 前期後葉 III ? 成犬 (2歳以上） 中小（約 40~41)

7 号犬骨 前期後葉 II が 成犬 (2 歳以上） 中小（約 41~43)

8 号犬骨 前期後葉 II 早？ 若犬(1歳前後） 不明

9号犬骨 前期後葉 IV ? 成犬 (2 歳以上） 小（約 38~40)

10 号犬骨 前期後葉 I ? 成犬 (2 歳以上） 中小（約 42~43)

11 号犬骨 前期後葉 Ill 阜？ 成犬 (2 歳以上） 小（約 34~37)

12 号犬骨 前期後葉 m ? 成犬 (2 歳以上） 小（約 36~39)

13 号犬骨 前期後葉 田 早？ 若犬(1歳前後） 小～中小（約 37~40)

14号犬骨 前期後葉 III cf'? 成犬 (2 歳以上） 中小（約 43)
ドー·~

15 号犬骨 前期中～後葉 貝層以前 ? 幼犬(1 ~6 月） 不明

16 号犬骨 前期中～後葉 貝層以前 ? 若犬(1歳前後） 不明

•一,.,, りし

埋葬犬一覧

·匿
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炭素窒素安定同位体比分析
炭素窒素安定同位体比分析は、骨の一部からコラーゲ

ンを抽出し、含まれる炭素と窒素の安定同位体の比か

ら、当時の食生活を推定する技術です。小竹貝塚報告書

と上久津呂中屋遺跡報告書では人が、金沢大学覚張隆

史氏の研究ではイヌが分析され、以下の 4 点が明らかに

なりました。

①人は海と陸の食物の双方を利用していた

②女性よりも男性のほうがバラつきが大きい

③食生活が明らかに異なる人もいた (32 号）

④人と似た食性のイヌと、違う食性のイヌがいた

ぎょかいるい

小竹人は魚介類や陸の動植物をバランスよく食べて

いたようです。男性の 32 号人骨は C3 植物に偏ってお

り、男性の分布にバラつきがあることも踏まえると、内

陸からやってきた男性もいた可能性があります。

海に近い上久津呂中屋遺跡と比べると、上久津呂中屋

遺跡のほうがより海洋資源に近い位置に分布しており、

遺跡の立地が食生活に影響を与えていたことがうかが

えます。

人とイヌの比較では、人に似た食性のイヌもいれば、

人よりも海洋資源に依存したイヌもいたことがわかり

ました。イヌが噛んだと考えられる陸上動物の骨もた＜

さん出土していますが主な餌ではなかったようです。

コラーゲン分子の抽出

~0.2~0.5 g採取
• 

：〗：：］［日ーによる土壌有機物の除去
• 

三炭酸カルシウムの除去
• 

三コラーゲンのゼラチン化
• 

［レターによる濾過
• 

三結乾燥

炭素窒素安定同位体比測定

22 

20 

18 

16 

凡例2

• 小竹貝塚

• 9Jヽ竹貝塚（犬）

• 上久津呂中屋遺鋳

• 中綽内鰹

• 北濤遍沿摩

14 

2
 

ー

（
竺
く
）NS
l
9

10 

凡例1

• 9 

▲ク

♦ 平均

■ 不明

類貝生海

〗

□
|
|

海

□
.
[
 

サ
.
]
]
よ
．
▲
へ
い
〗

,̀ｭ
. 

精製したゼラチン約 500µ gで測定 8
 

• 

炭素窒素安定同位体比分析のながれ
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炉C(PDB)
-10 -8 ｷ6 -4 

炭素窒素安定同位体比分析。小竹貝塚・上久津呂中屋遺跡の報告書掲載データ
をもとに作成。中部内陸・北海道沿岸は各遺跡の平均値。イヌの分析は覚張隆史

氏（金沢大学）の分析結果に基づく (MAIBUN 小竹貝塚プロジェクト vo l.3 掲載）

犬骨から採取したコラーゲン（金沢大学覚張隆史氏抽出）
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5 小竹貝塚の動物たち
C==3c===3C==つク＝＝＝C＝=3e===3C==つE==<c==つEC

勾ヽJヽ竹貝塚の陸上動物

小竹貝塚では 21,785 点の陸上ほ乳類の骨が出土

しています。シカが最多でイヌ、イノシシと続きま

す。シカとイノシシは縄文時代の主な狩猟動物です

が、イヌは埋葬されている個体が多いことから、小

竹人の「相樺」と考えられます。

大型ほ乳類ではシカ・イノシシの他にツキノワグ

マが出土しています。中型ほ乳類では、タヌキ・キ

ツネ・カワウソ・アナグマが出土し、肉だけでなく

毛皮を目的に狩られていたようです。カワウソが比

較的多い点が他の遺跡にはない特徴です。小型ほ乳

類ではニホンノウサギのほか、ムササビやネズミの

仲間が見つかっています。そのほか、ニホンザルや

箪誡したオオカミ、カエルやカメ、ヘビの仲間が見
つかっています。

■ ニホンジカ

ニホンジカは全国に生息している草食性のほ乳類

で、現代でも狩猟対象動物です。オスは樹の枝によ

く似た角を持ち、春になると根元から落ち、新しく

生えてきます。

出土骨には、解体痕（カットマーク）や、「スパイ
われくち

ラル断端」という斜めに裂けたような割口が見られ
こつずい

るので、小竹人は肉や骨髄を積極的に利用していた
じゅうなん ちゅうしゅこっ ちゅうそくこっ

ようです。強く柔軟な角や細長い中手骨・中足骨は

骨角器の素材としても使われました。同じ時期の鳥

浜貝塚（福井県）との比較では、鳥浜貝塚では頭部を

含む全身の骨が見つかっておリ、集落でシカを解体

しているのに対し、小竹貝塚では四肢骨が主体で、

解体したシカの肉を持ち込んだということがわかっ

ています。 (MAIBUN小竹貝塚プロジェクト vol.l
一ぅょう

佐藤巧庸氏の研究）

■ イノシシ

イノシシは北海道を除く全国に生息しています。
あご

成獣になると体重 100kgを超えます。下顎の犬歯が
きば

発達して牙となっており、特にオスは鋭く長くなっ

ています。

縄文時代にはシカとともによく利用された動物で

す。シカと同じく、出土した骨には「カットマーク」
か

やイヌの咬み痕などが見られ、牙や長骨などは骨角
器の材料として使われました。

上久津呂中屋遺跡
(1号谷：縄文早～後期）

シカ 74.4%

口：：：：言％

小竹貝塚
（遺跡全体：縄文前期）

20 

20 

40 60 80 100(%) 

シカ 64.8%

キツネ1.5%

ツキノワグマ1.5%

タヌキ 3.6%

イノシシ 24.0%

（総数＝694 点）

カワウソ1.3%

ニホンノウサギ 0.8%

そのほか 3.3%

40 60 80 100(%) 

□ 大型ほ乳類 [] 中型ほ乳類 [] 小型ほ乳類 （総数＝3,575 点）

小竹貝塚と上久津呂中屋遺跡の陸上ほ乳類組成（イヌを除く。小竹貝塚・上久津呂中屋遺跡報告書より作成）
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ニホンジカとイノシシの骨格部位（西本・新美 2010)

1 :イノシシ 頭蓋骨

2: イノシシ 頭蓋骨

3: シカ 頭蓋骨

4: シカ 枝角

5: シカ 枝角

6: イノシシ 下顎骨

7: シカ 下顎骨

大型動物骨・角（シカ・イノシシ）

l 5cm l 

中小動物骨 1. カワウソ 頭蓋骨 6 テン

2. カワウソ 寛骨 7 キツネ

3' カワウソ 下顎骨（右） 8 キツネ
4 タヌキ 下顎骨（右） 9 ウサギ

5 アナグマ 下顎骨（右） 10 サル

下顎骨（左）

下顎骨（左）

大腿骨（右）

肩甲骨（左）

撓骨（左）

二

l 2cm l 

動物骨に残っている加工痕や傷

2
 

3 
l lcm l 

1 :スパイラル断端 クマ大腿骨

2: カットマーク シカ上腕骨

3: イヌの噛み跡 シカ中節骨

璽遍



小竹貝塚の魚類
せきこ こしょう

海や潟湖に流れ込む河川や湖沼など、淡水域で捕

獲できる魚ではコイ科・フナ属を主体に、サケ科、

アユ、トゲウオ科（イトヨ等）が出土しています。

潟湖など淡水と海水が混じった汽水域で捕獲でき

る魚ではスズキ属・クロダイ属が出土しています。

この 2 種は海水魚ですが、汽水～淡水域でも捕獲す

ることができます。

海水魚の出土量は少ないですが、様々な魚種が見

つかっています。沿岸部で漁獲できるものが多く、

マダイ、ニシン科（ニシン・マイワシ）、フグ科が多

上久津呂中屋遺跡
(1号谷：縄文早～後期）

小竹貝塚
（遺跡全体：縄文前期）

スズキ属
17% 

カワハギ科
49.8% 

20 

クロダイ属
16% 

40 

いほか、沖合を回遊するカツオやマグロ属も出土し

ています。

これらの魚類はいずれも食用と考えられています

が、サメ類の歯を加工してアクセサリーとした出土

品も見つかっています。

海に面した上久津呂中屋遺跡（氷見市）と比較す

ると、小竹貝塚は海水魚の割合が少なく、潟湖で捕

獲できるスズキ属・クロダイ属が主体を占めておリ、

集落の目の前に広がっていた潟湖という環境をうま

く利用していたことがわかリます。

カタクチイワシ 2.6%

クロダイ属 2.9%

タイ科 3.5%

ニシン科 1マグロ属1 サバ属
16.8% I 10.1 % I 9.0% 

60 80 100(%) 

フナ属 1 コイ科「ケ科
8% I 11% I 5% 

（総数＝6,619 点）

0 20 40 60 80 100(%) 

□ 海水域 □ 汽水～淡水域 □ 淡水域 （総数＝17,628 点）

小竹貝塚と上久津呂中屋遺跡の魚類組成（小竹貝塚・上久津呂中屋遺跡報告書より作成）

科 属 想定される種

コイ科 フナ属 ギンブナ

コイ科 カワムツ属 カワムツ

コイ科 ウグイ属 ウグイ

スズキ科 スズキ属 スズキ・ヒラスズキ

タイ科 クロダイ属 クロダイ

タイ科 マダイ属 マダイ

キュウリウオ科 アユ属 アユ

サケ科 サケ属 サケ・サクラマス（ヤマメ）・サッキマス（アマゴ）

サケ科 イワナ属 イワナ

カタクチイワシ科 カタクチイワシ属 カタクチイワシ

ニシン科 ニシン属 ニシン

ニシン科 マイワシ属 マイワシ

フグ科 トラフグ属 トラフグ・マフグ・クサフグ・ヒガンフグ

アジ科 マアジ属 マアジ

アジ科 ブリ属 ブリ・ヒラマサ・カンパチ

サバ科 サバ属 マサバ・ゴマサバ

小竹貝塚の主な魚類と想定される種

• 
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4 

1 サケ属 遊離歯

2 サケ属 椎骨

3 フナ属 主鯰蓋骨（左）

6 4 フナ属 咽頭骨（左）

2cm 
5: アユ 椎骨

6 ・フナ属 椎骨

河川で漁獲できる魚類

ー
2
 

潟湖で漁獲できる魚類

17 

9llllll 7 
6 

13 

5
 

6
 

7
 

4
 

l 2cm l 

8
 

, 

8
 

10 

18 19 

1 :スズキ属
2: スズキ属

3: スズキ属

4: スズキ属
5: スズキ属

6: クロダイ属

7: クロダイ属

8 ：クロダイ属
g:クロダイ属

前上顎骨（左）
椎骨

歯骨（左）

角骨（左）

主鯰蓋骨（左）

前上顎骨（左）

前上顎骨（右）

歯骨（左）
角骨（右）

12 

16 

l 2cm l 

海で漁獲できる魚類

1ｷ2 :マグロ属 椎骨

3: サメ類 椎骨

4: マダイ 前上顎骨（左）

5: マダイ 上後頭骨

6: マダイ 歯骨（左）
7: マダイ 主上顎骨

8: チダイ 上後頭骨

9: コショウダイ属 角骨（右）

10: イシダイ 前上顎骨（右）

11 :フグ科 歯骨（右）

12 :フグ科 方骨（左）
13: カツオ 椎骨

14 :サバ属 椎骨

15: ヒラメ 椎骨

16: ハモ属 主鯉燕骨（左）

17: トビエイ科 尾棘

18: サメ類 遊離歯

19: コチ科 前鯰蓋骨（左）

20 :ボラ科 主鯰蓋骨（左）

• 



小竹貝塚の貝類

■ヤマトシジミ

小竹貝塚から出土した貝のほとんどがヤマトシ

ジミという二枚貝で、前期後葉には約 99％も占め
せきこ

ています。ヤマトシジミは全国各地の潟湖や河口と
キすい せいじゅく

いった汽水域の浅瀬に生息します。約 2 年で成熟す
かくちょう じゅみょう

ると殻長約 15mm になリ、寿命は約 10 年です。
かくちょう

小竹貝塚では殻長 20mm を超える大粒のシジミ
がたくさん出土しています。ここまで成長するには

3 ~4年の年月が必要で、小竹人はシジミを採リつ

くさないよう、原始的な資源管理を行っていたと考

えられます。

汽水生の貝類は、ほかにヌマコダキガイやカワザ

ンショウガイなどが出土していますが、いずれも小

さいので貝塚周辺に生息し、自然に堆積したものと

考えられています。

■ そのほかの貝類

ヤマトシジミに次いで多い貝は淡水生巻貝のオオ

タニシと淡水生二枚貝のイシガイです。ともに河川

に生息します。当時は食用として利用していたと考

えられます。海水生の貝類では、サザエ・カキ・ハ

マグリ・サルボウガイなどが出土していますが、数

はとても少ないです。サルボウガイは上久津呂中屋

遺跡（氷見市）でたくさん食べられた貝です。

3cm 
I I 

愛知県・島根県産の食品販売用の現生シジミ（左）と小竹貝塚出土シジミ（右）

' =-「―下 こ二壬一士
5.生99ミ（●●●三●● ●知●）

その他（タニシ類·

イシガイ科等） 1%

l 20 40 60 80 100(%) 

小竹貝塚 C地区の貝種構成（縄文時代前期後葉）

口

二 I •--, 

ハマグリ 2.8% 

カガミガイ 2.8% 

その他

8.7% 

L
|
 殻長(cm)

シジミの殻長分布比較

40 60 80 I 100(%1 

（総数 21,466 点） ヤマトシジミ 2.2% 

上久津呂中屋遺跡 A4 区 XIV層の貝種構成（縄文時代早期後葉～前期前葉）

小竹貝塚と上久津呂中屋遺跡の貝種構成（小竹貝塚・上久津呂中屋遺跡報
告書より作成）

• 
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貝殻成長線分析
貝殻成長線は貝殻に見られるシマ状の構造で、一年間

にできる成長線の本数は年間日数とほぼ同じです。夏は

成長線の間隔が広く、冬は間隔が狭く、密になります。

線の間隔が密になって段を形成している部分を冬輪
ふくえん

といい、一番外側の冬輪から腹縁までの本数を数えれ

— ｀唱ィ・ ` ` 、、

晨：4 ; ·‘` 
くし．”て

t心亀
ヽ

ノ
．, 9

 

ば、貝の採集時期がわかります。

小竹貝塚では、夏～秋にかけてがシジミ漁の最盛期

だったようです。ほぼ 1 年中シジミを採集しているの

で、定住集落だったこともわかります。

25 

20 

5

0

5

 

l

l

 
個
体
数

゜

前期中葉～末葉（全体）

春季 夏季 夏季秋季秋季冬季 冬季春季
後半 前半後半前半後半前半 後半 前半

シジミの貝殻成長線と冬輪（小竹貝塚報告書より） 小竹貝塚出土シジミの死亡季節分布（小竹貝塚報告書より作成）

I I し'··`

小竹貝塚の鳥類

鳥類では 80％がカモとカイツブリの仲間です。

全国の遺跡と比較すると、キジ科が少なくカイツブ

リ科が多い点が特徴です。

湖沼や河川に生息するカモ亜目とカイツブリ科が

多く、海岸や海上に生息するアビ科・アホウドリ科

等が少ないことから、小竹人は潟湖で鳥類を狩猟し

ていたことと、冬鳥が多いことから冬季に狩猟をし

ていたと考えられます。

種類 想定される種

カモ亜科
マガモ・オナガガモ・ビロードキンクロ・
スズガモ（冬鳥）、オシドリ・カルガモ（周年）

カイツブリ科
ハジロカイツブリ・アカエリカイツブリ（冬鳥）、
カイツブリ（周年）

- -
クイナ科 オオバン（夏鳥）、バン（周年）

カラス科 ハシプトガラス・ハシボソガラス（周年）

タカ科 トビ・イヌワシ（周年）

ウ科 ウミウ・ヒメウ（周年）

キジ科 キジ・ヤマドリ（周年）

アホウドリ科 アホウドリ

カモ科ガン族 ヒシクイ・マガン（冬鳥）

ミズナギドリ科
オオミズナギドリ（夏鳥）、
ハイイロミズナギドリ

l ツル科 マナヅル（冬鳥）、タンチョウ

I カモ科ハクチョウ属 コハクチョウ（冬鳥）

コウノトリ科 コウノトリ（周年）

アビ科 アビ（冬鳥）

出土した骨にはカットマークやスパイラル断端が

見られます。その他、鳥骨製の管玉（アクセサリー）

も出土しています。

ウ科 2.4%

タカ科 2.6%

カラス科 2.9%

クイナ科 5.3%

カモ蓋科 51.3% カイップリ科 27.6%

40 60 

小竹貝塚出土の鳥類組成（小竹貝塚報告書より作成）
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出塚貝竹

1' アホウドリ科

2: コウノトリ科

3: アピ科

4: カラス科

5: タカ科

6: カイップリ科

7: ヵィップリ科

8: カイップリ科

9: マガモ属

10 :オシドリ
11 :ウ科

12: クイナ科

尺骨（左）
尺骨（右）
尺骨（右）

足根中足骨（右）

撓骨（右）

上腕骨（左）

大腿骨（左）

手根中手骨（右）

上腕骨（右）

上腕骨（左）
尺骨（左）

上腕骨（左）

匿
小竹貝塚の鳥類と想定される種



アゴヽJヽ竹貝塚の海棲ほ乳類

日本近海には数多くの鯨類が生息していますが、

一般的に体長 3m程度までの小型のクジラをイルカ

といい、それよリも大きな物をクジラといいます。

小竹貝塚では、カマイルカやマイルカ属（マイル

カ・ハセイルカ）を主体として、ハナゴンドウ、ハン

ドウイルカ、シャチが見つかリました。カマイルカ

は現在でも富山湾に回遊する種ですが、マイルカは

あまり見かけません。
キキゃくるい

また、鰭脚類では、現在では絶滅してしまったニ
ホンアシカも出土しています。

マイルカ属／
ききゃく

■ 小竹貝塚のイルカ漁
ろっこっ

小竹貝塚で出土した石器が刺さった肋骨は、イル

カ漁を直接的に示すものです。石器の刺さリ方や骨

の位置から、脇腹が水上に出た状態で刺したと考え

られます。浅瀬や漁網に追い込んで槍や弓で狩って

いたようです。石器が刺さった骨は真脇遺跡（石川

県）でも出土しています。

骨の出土状況や骨の観察から、漁獲したイルカ類

は胴体を分割していたこと、ひれ周辺の部位をイヌ

に与えていたこともわかっています。

鰭脚亜目 5%

ハナゴンドウ 1%
スジイルカ属 5%

マイルカ科 2%
ニホンアシカ 2%

カマイルカ II マイルカ属
18% II 18% 

ハクジラ亜目
47% 

20 40 60 80 100(%) 

（総数＝412 点 (2812 点からクジラ目 2400 点を除く））

小竹貝塚の鯨類組成（小竹貝塚報告書より作成）。カマイルカ・マイルカをはじめとした小型の鯨類を捕獲していた。

肋骨に突き刺さった石器とその CT画像（小竹貝塚報告書より）。白い骨は現生標本。 イルカ類の出土状況（上：頭蓋骨、下：連結した腰椎）

璽踵



1 :マイルカ属

2: カマイルカ

3: マイルカ属

4: マイルカ屈

5 :マイルカ属
6: マイルカ属

頭蓋骨

頭蓋骨

頭蓋骨

頭蓋骨

下顎骨（右）
下顎骨（左）
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胸椎

腰椎

尾椎

1 :ニホンアシカ

2: ニホンアシカ

3: ニホンアシカ

下顎骨

尺骨

尺骨
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10cm 
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1 :マイルカ属／スジイルカ属 耳周骨（左）

2: マイルカ属／スジイルカ属 耳周骨（右）

3: マイルカ属／スジイルカ属 鼓室胞（右）

4: カマイルカ 耳周骨（左）

5: カマイルカ 耳周骨（右）

2
 

3
 

4
 

5
 

6: カマイルカ

7: ハナゴンドウ

8: ハナゴンドウ

9: ハナゴンドウ

1 ~8: ハクジラ亜目

9 :シャチ

6
 

, 
3cm 

l l 

鼓室胞（右）

耳周骨（左）

耳周骨（右）

鼓室胞（右）

遊離歯

遊離歯

, 

5
 

E
3
9
 

8
 鯨類・鰭脚類の骨・歯牙

匿履l



• J;('l骨で作った道具とアクセサリー

こっかくキ

動物の骨や角などで作った製品を「骨角器」とい
います。縄文人は身近な材料として道具やアクセサ

リーを作っていました。

■漁具

釣針では主に「単式釣針」、「組み合わせ式釣針」、

「逆 T字形釣針」が出土しています。単式釣針は製作

途中の未成品もあるので、小竹貝塚で作っていたこ

とがわかリます。組み合わせ式釣針は針先しか出土

していないので、ヤスの先端だった可能性もあリま

す。その他、小竹貝塚では漁網の重リと考えられる

石錘が、 1 つの遺構からまとまって出土しています。

■ アクセサリー（装身具）

先端を尖らせ、根元に穴を開けたり、削ったリ

彫ったリして加工されていることから、みられるこ

とを意識した髪針（ヘアピン）と考えられます。さら

に、サメ類やイノシシ等の歯牙で作られた垂飾状歯

牙製品（牙玉）も出土しています。埋葬人骨からは副

葬品として、 2個で 1 セットにしたオオカミやクマ

の牙玉や、鳥の長管骨でできた管玉が出土しておリ、

使い方がわかる貴重な事例です。

このほかに貝輪や石で作られたアクセサリーもあ

るので、縄文人は私たちの想像以上におしゃれだっ

たことがわかリます。

■ その他日用道具

漁具やアクセサリーのような使い方が特定でき

るもののほかに、使用方法がよくわからない骨角器

もたくさん出土しています。中でも両方尖った「針」

は、どのように使用したかはっきリしませんが、漁

網の修理や編み物、土器作リ等、様々な用途で使用

されていたと想定されます。

骨角器の漁具・道具類

}“‘)\ 
"Q II し

"II 
I I I I 

l l l t,’’ 
骨角器のアクセサリー類

— 
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BONE 

コラム 1 小竹ムラの縄文カレンダー
狩猟採集を生業としていた小竹人は、季節ごとに採れ

る幸をうまく利用していました。この縄文カレンダー

は、小竹貝塚から出土した動物の骨角や植物遺体などを

参考に、想定される 1 年のスケジュールを図にしたもの

です。

シジミはほぼ 1 年中漁獲しています。冬は潟湖に渡り

鳥がやってきて、陸上ほ乳類は脂肪が蓄えられ、おいし

い季節になります。春～秋にかけて、山菜類や堅果類な

ど植物を積極的に採取していたと考えられます。エゴマ

やダイズ、ササゲの種の圧痕がある土器も出土してい

ます。湖畔に生えていたニワトコは酒の原料となってい

た可能性もあります。

春から夏にかけ、潟湖や河川でスズキ・クロダイ・

ァュ、海でイルカ類を獲り、秋には生まれた川に帰って

くるサケ、冬には活動がにぶくなるフナの仲間を獲って

いたと考えられます。

クリ―--ヮこに）
ダイズ ・：：：ゴ‘―― カイ‘；ブリ

クルミ , ヤマトノノ—

スズキ （広） \\ I ~唇

―ノメ、ゼンマイ等）

小竹ムラの縄文カレンダー



エピローグ 小竹貝塚について
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四富山県と「骨」

縄文人骨の科学的調査は、明治 10 年(1 877) に

大森貝塚（東京都）でモースが発掘したことに始ま

リます。富山県では大正 7 年(1 918) に東京大学人
しばたじょうえ おおざかい あさひかいづか

類学教室の柴田常恵が大境洞窟と朝日貝塚（氷見
市）で富山県初の本格的な発掘調査を行いました。

富山県の考古学は「骨」とともに始まったといって

もよいのかもしれません。
おおざかいどうくつ

■ 大境洞窟
しんしょく どうくつ

大境洞窟は縄文海進の波の浸食でできた洞窟で、

縄文中期～古墳時代の人骨が約 20 個体出土しまし
ばっし

た。そのうち人骨 11 体には抜歯があリ、骨角器やそ

の材料となったシカの角、貝輪も出土しています。
あさひかいづか

■ 朝日貝塚
朝日貝塚は朝日丘陵の東南端にある貝塚・集落遺

跡です。これまでの発掘調査で 6 体の人骨のほか、

シカやイノシシ、イルカなどの動物骨、アカガイ・

ハマグリ・アカニシといった海生貝類、種類は不明

の魚骨が出土しています。

大境洞窟住居跡

‘^「骨」と貝塚
ポーン せきつい

「骨」 (bone) は、脊椎動物の体を支え、内臓を保護
し、ミネラル等の栄養を蓄える働きがあリます。主

にリン酸カルシウムからなリ、肩員．雇籐．雇籍．
なんこっ

関節軟骨の 4 つから構成されます。遺跡から出土す
る「骨」は骨質にあたリます。

どじょう

日本の土壌は酸性で、骨はすぐに溶けてしまい

ます。貝塚では、貝殻が付近の土壌をアルカリ性に

する働きをしたおかげで、残リにくい骨が数千年も

保存されたと考えられています。そのため、貝塚の

発掘調査では人骨や動物骨が大量に出土します。

日本海側は、太平洋側と比べ貝塚が少ないといわ

れています。富山県では、 9 カ所の貝塚が知られて

います。縄文時代前期から中期にかけての貝塚で、
いみず ひみ なF うら

現在の射水平野と氷見平野、灘浦海岸の周辺に分布
しています。

かみくづろなかや

県内最古の貝塚は、上久津呂中屋遺跡A4 区 XIV
層のサルボウガイを主体とする貝層で、縄文時代早

期後葉～前期前葉とされています。

①小竹貝塚
②蜆ヶ森貝塚
③針原西遺跡
4 上久津呂中屋遺跡

5四十塚遺跡

6 朝日貝塚

⑦大境洞窟
⑧大境エンニャマ下洞窟

⑨中波貝塚

O 10 20km _ _ 1 

朝日貝塚 富山県の貝塚遺跡位置図

ー



璽譴

小竹貝塚
くれはきゅうリょう

小竹貝塚は富山県のほぼ中央にある呉羽丘陵と、
いみず

その北に広がる射水平野との境界に位置していま
す。貝塚は縄文時代前期後葉（約 6,000 年前）を中

心とする約 500 年間営まれました。

現在、貝塚ば海岸線から約 4km離れた、標高約 3m
かし＇

の内陸部に位置しています。しかし、当時は縄文海
しん せきこ

進の影響で貝塚のすぐそばまで潟湖が広がっていま

した。

平成 21 • 22 年度 (2009 • 2010) の北陸新幹

線建設工事に先立つ発掲調査で、貝塚は現地表下約

2m に広がリ、ただ単に貝殻を棄てた場所ではなく、

貝塚を利用した墓域、竪穴建物を伴う住居域、木製

品を製作した生産加工域などをもつ定住集落である

ことが判明しました。

大半をヤマトシジミで占められた貝層の厚さは約

コラム 縄文海進とは
1. — 
縄文時代前期（約 7,000~5,500 年前）は、温暖化に

よる気温上昇により海面が今より 4~5m ほど高かった
ほうじょうづがた

と言われています。射水平野では潟湖（旧放生津潟）が、

氷見平野では内湾の海が広がっていました。

射水平野では小竹貝塚・蜆ヶ森貝塚・針原西遺跡、氷

見平野では上久津呂中屋遺跡といった貝塚が知られて

います。

縄文時代前期の射水平野 (2015 年当センターパンフレットに追記）。
国土地理院発行 5 万分の 1 地形図（富山）に、縄文海進の範囲は藤井昭
二氏原案を一部改変。赤点線は卜部他 2017 の調査成果を参考に加筆。

2m を超えておリ、日本海側最大級と言われていま

す。貝塚を利用した墓域からは、縄文時代前期とし

ては全国最多となる 91 体の人骨が出土しました。

このほか、木製品や骨角器などの残リにくぃ着機質
の遺物がとてもよい状態で出土しました。

約 2m の表土を掘削すると、白い貝層が現れました。

蚊近の，渇仕で浜提が伸びていた
可能性が指摘されています。

’‘、、^‘‘、- I. ` 
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8,000 
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旧石器時代

縄文 時代

（草創期） （早期）

縄文時代年表 (2015 年当センターパンフレットより）
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平成 21 • 22 年度調査区の位置と当時の地形復元。呉羽丘陵の裾野の微高地に住居を構え、その周囲に貝殻を捨て、水が
湧く低地では木製品を作っていました。 (2015 年当センターパンフレットより）
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「骨」を研究する学問

遺跡から出土した「骨」を研究する学問分野に、人

類学と動物考古学があリます。「人類学」は人類に関

する総合的な学問の総称です。人類を自然科学的に

研究する「自然人類学」と、人類の社会・文化を研究

する「文化人類学」があリます。特に、遺跡から出土

した人骨を自然人類学的に分析し、人の生活や文化

に関わる情報を明らかにする分野を「骨考古学」と

いうこともあリます。

一方、「動物考古学」は、遺跡から出土した動物遺

体から、人の動物利用の歴史や文化を明らかにする

考古学の一分野です。

考古学、人類学（骨考古学）、動物考古学は、対象

となるモノやアプローチは異なりますが、いずれも

人の歴史・文化を明らかにするという点で同じです。

ァ・オ「骨」を分ける

土器や石器と同様に、骨それだけでは歴史・文化

を明らかにすることはできません。まず、分類・整

理することで初めて研究がスタートできます。

熟練した研究者は一見しただけで、人と動物の別、

種、部位を同定することができます。不明な骨は現

生標本や事典を見比べながら、動物の種や部位を同

定していきます。

人骨は表面が多孔質でザラザラしており、骨の大

きさや関節の形状からも、他の動物と区別できます。

小竹貝塚でもよく見つかったシカやイノシシなど

の他のほ乳類の骨は、表面が緻密・平滑です。空を

飛ぶことができる鳥類の骨は中空、軽量、緻密とい

う特徴があリます。

①魚類・両生類・は虫類・鳥類・ほ乳類のどの骨か判断する I

①その骨がどの部位のものかを推定する I

3) 若い個体か成熟した個体かを判断する

④およその大きさの検討をつける I

・現生標本と比較して、部位と種を同定する I

分類フロー（西本他 2010 を参考に作成）

l 界 動物界

ピ~) 脊椎動物門

• 

綱 哺乳綱

• 

目 サル目

• 

科 ヒト科

• 

属 ヒト属

ホモ・サピエンス

か ぞく

生物の分類図。種まで同定できればベストだが、科や属までしか特定でき
ない場合も多い



小さな「骨」を見つける

貝塚から出土するものは土器や動物の骨ような大

きなものばかリではあリません。肉眼では見つけに

くい小さな遺物や魚などの骨は、水流を利用した専
たんねん

用の機械や目の細かいフルイなどを使って丹念に拾
い集めます。

小竹貝塚では、遺跡から持ち帰った 84,253 袋も
どのう

の土嚢袋に入った土から、細かな遺物を回収する作

業を 1 年かけて行われました。

①
 

水の力で小さな遺物を選別 さらに微細な遺物を分ける

小さな遺物を見つける

「骨」を納める

小竹貝塚から出土した骨は、専門家の調査・分析
しゅうぞう

を経て、種類ごとに分けられて収蔵されています。

人骨は厚紙製の箱に 1 体ずつ部位毎にまとめられて

います。

ヽ

人骨を展示する際は、手袋をして素手で直接触れ

ないよう、細心の注意を払っています。素手で触ら

ないのは人骨の劣化の原因になるカビの発生を防止

するためです。

人骨の収蔵状況（左）と収納状態（右）。 1 体 1 体に部位毎にまとめて収納している。

ー
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小竹貝塚の主要埋葬人骨一覧
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